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ＣＳＲ報告書

瀬戸内の海から生まれた技術
は進化し、福山から世界へ



 

編集方針

■報告対象期間

　本報告書は2011年にマナック株式会社福

山工場を中心としたＣＳＲ報告書として第１

版を発行いたしました。本年版からは編集内

容を一新し、マナックグループの概要と、マ

ナック株式会社の本社、工場、事業所、支社

、営業所及び研究所を対象範囲に含めて掲載

しています。

　マナック株式会社のＣＳＲに関する考え方

や取組みについて、ステークホルダーの皆様

にご報告し、身近に知っていただくことを目

指して作成しています。
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マナック株式会社を対象としています。
なお、マナックグループの概要はマナッ
クグループ連結の数値です。

GRI「サステナビリティ・リポーティン
グ・ガイドライン第3.1版 （G3.1） 」
環境省「環境報告ガイドライン（2012
年版）」
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トップメッセージ

スペシャリティーケミカルをベースに
社会の進化・発展に貢献します。

 

代表取締役社長

杉之原　祥二

　当社グループは温暖な気候に恵まれた瀬戸内の地に創業

し、今日まで企業活動を展開しています。この豊かな自然

環境・住環境を守り、次代に永続的に引き継いでいくこと

も企業の使命であり、マナックの最重要課題の一つととら

えています。

　社会的責任を充分認識し、内部統制の有効性を高め、コ

ンプライアンスを徹底して、安全、環境に配慮した事業活

動を行ってまいります。経営理念に掲げる「地球環境・人

間社会に信頼と安全・安心・感動を発信する会社」をめざ

して、環境保全とグローバルスタンダードへの対応の強化

・拡大を進め、さらなる努力を続けてまいります。

　今後とも当社の事業活動にご理解をいただき、さらなる

ご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

「グローバル・マナック」の実現をめざして

地球環境・人間社会に信頼と安全・安心・
感動を発信

　当社グループは２０１１年度より「グローバル・マナッ

ク」をスローガンに新しい中期経営計画を策定し、「売れ

モノづくり」 「国際市場の開拓」 「利益重視」 の三つの

テーマで取り組んでおります。

　当社グループはこれまで国内市場を中心に比較的安定し

た業績を残してまいりましたが、近年の円高は当社へ直接

的・間接的に為替変動の影響を及ぼすと同時に、ユーザー

産業の海外シフトは着々と進行しております。この結果、

海外品との競争はますます激しくなっております。

　今後さらに激化する国際競争の中、当社グループはファ

インケミカルや臭素の国際市場において、われわれが強み

を持つ臭素化・ヨウ素化の技術を活かして「より高い付加

価値」を提供し、グローバルニッチ市場での勝ち組をめざ

した事業活動に取組んでまいります。
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マナックグループの概要

本社・福山工場　　広島県福山市箕沖町９２番地

東京支社　　　　　東京都中央区日本橋3丁目８番４号

大阪営業所　　　　大阪市中央区道修町１丁目４番６号

研究所　　　　　　広島県福山市箕沖町９２番地

郷分事業所　　　　広島県福山市郷分町950番地の1

会社概要　2012年4月1日現在

子会社

八幸通商株式会社

南京八幸薬業科技有限公司

エムシーサービス株式会社

ヨード・ファインケム株式会社

関連会社

商号　　　　マナック株式会社

設立　　　　1948年（昭和23年）５月

従業員数　　181名(グループ従業員数327名)

資本金　　　１７億5,750万円

証券コード　４３６４

事業所

売上高
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連結

経常利益

当期純利益 総資産 純資産

営業利益



 

マネジメント

　スペシャリティーケミカルとは、電子・情報・医療といった先端技術産業が

求めるニーズ機能を、化学技術を基にして提供する「機能性化学品」をいう。

当社は、求められる化学品を単に受託製造するのではなく、それらに関連した

情報を求めて組み合わせることにより、オリジナリティーのある製品を提供し

、世界への貢献を行う。

『スペシャリティーケミカルをベースに社会の進化・発展に貢献する』

～進化する技術、そして進化する人間をめざして

「グローバル・マナック」

１ 「地球環境・人間社会に信頼と安全・安心・感動を発信する会社」をめざす

２ 英知と勇気をもって能力を最高に発揮し、企業価値の最大化をめざす

３ 明日の未来社会からも注目される会社をめざし、常に『革新』

信じられ頼られる会社、安全で心配や不安が無く、人の心を動かすことができる会社。

英知だけでは価値は生まれない。勇気をもって実行するという行為が伴って、初めて価値を
生むことができる。

子供に誇れる会社、明日の社会からも必要とされる会社をめざし、時代の変化に適応するよ
う、切磋琢磨する。

　日本では人口の減少や為替リスクの問題などから、家電メーカーや自動車関連企業をはじ

め、多くの企業が生産・販売拠点を海外へシフトしています。化学業界も例外ではなく、後

発国が追随しやすいモノマービジネスから、高度な技術を必要とする川下の製品開発の強化

が急務となっています。当社でも原材料の入手だけでなく、研究・生産の拠点としての海外

、特にアジア諸国の中でも経済成長が著しく、教育も充実し優秀な人材が育ってきた中国あ

るいはインドなどに注目しています。さらにこのような海外の拠点を足がかりとして、アジ

アで生産して欧米へ輸出するという世界的サプライチェーンを構成する重要なメンバーとし

て、この製品ならばマナックだという確固たる地位を築いていくことが必要です。これを実

現するために、研究・開発型企業として海外での人材確保も含め、国内・海外の区分を一切

取り払った国際企業としての当社の姿を「グローバル・マナック」と銘打って新経営三ヵ年

計画のスローガンとして掲げています。

・「先を見据える」
・売上高から「利益を積上げる」へ
・国内市場＋海外から「国際市場」へ
・モノづくりから「売れモノづくり」へ
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企業理念

経営理念

中期経営計画



 

マネジメント

　株主の皆様並びに社会に対する責任を自覚し、経営資源の最適活用を図り、長期的、継
続的な株主価値の最大化を実現するとともに、社会規範に沿った事業活動を行い、コーポ
レート・ガバナンスを充実させていくことが経営上の最重要課題のひとつと位置付けてい
ます。

■ 基本的な考え方

■ コーポレート・ガバナンス体制

　「業務の適正を確保するための体制」を定め、会社法に基づく内部統制システムを構築し
ています。また、金融商品取引法に基づく財務報告の信頼性を確保するために、有効な内部
統制システムの構築と評価を行っています。

Ⅰ.取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

Ⅱ.取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

Ⅲ.損失の危険の管理に関する規程その他の体制

Ⅳ.取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

Ⅴ.当社及びその子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制

Ⅵ.監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に
   関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

Ⅶ.取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体
   制及びその他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
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コーポレートガバナンス

内部統制



 

マネジメント

　常にさまざまなリスクをあらかじめ念頭において事業活動を行っています。それらのリス

クに対応するために、事前の対応と事後の措置として、各種規程を整備しており、リスクを

最小限のものにするために必要な社内体制を確立しています。また、大規模地震を想定した

事業継続計画（ＢＣＰ）を策定し、万が一に備えています。

　この「企業行動憲章」に基づいた企業活動を通じて、公正で透明性のある 企業を目指すと

ともに、当社のステークホルダーをはじめ一般社会からの確固たる 信頼を確保し、企業の社

会的責任を果していきたいと考えています。
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リスク管理

コンプライアンス



 

環境への取組み

　事業活動に伴い消費する資源やエネルギー、廃棄物を定量的に把握し、環境負荷の低減や

地球温暖化防止対策の推進を図っています。今後とも省資源、省エネルギー対策に取り組む

とともに、廃棄物の削減を推進していきます。

マテリアルフロー

環境マネジメントシステム
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　「マナック環境方針」に沿った環境への取組み計画の策定と推進、環境マネジメントシス

テムの国際規格「ＩＳＯ１４００１」の認証取得などにより、環境保全に向けた積極的な取

組みを行っています。また、人の生命に係わりの深い医薬品中間体や原薬の生産も行うため

、GMP （医薬品の製造及び品質管理に関する基準）の遵守、品質マネジメントシステムの

国際規格「ISO9001」の認証取得などにより、品質管理の徹底を行っています。

　１．環境管理のための体制やシステムを確立し、その運営に
　　　ついては定期的な見直しを行うと共に、継続的改善を図ります。
　２．環境保全に関する各種法令・協定等を順守し、環境汚染の予防
　　　に努めます。
　３．生産活動等において、大気への排出の抑制と廃棄物の削減に配
　　　慮した環境目的・目標を定め、その実現を図ります。
　４．省エネルギーを中心とした温暖化防止への取り組みを進めてい
　　　きます。
　５．全従業員の環境に対する意識と知識の向上を図るため、積極的
　　　な教育活動を展開・推進します。

　当社は温暖な気候に恵まれた瀬戸内の地に創業し、今日まで企業活動を
展開してきました。この恵まれた環境を守ることも企業の使命であり、環
境保全への取り組みを経営の最重要課題の１つと認識し、企業活動を展開
します。

■マナック環境方針

INPUT

エネルギー
(原油換算)

3,924kl

用　水

原材料 17,599t

工場

製品

製　品 16,914t

OUTPUT

大　気 9,851t

化学物質 排出量 150t

廃棄物 2,039t

排出水

PRTR 移動量 250t
130,792m 3

CO 2

74,034m 3



 

環境への取組み

　2010年4月に 「エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）」改正によ

り「特定事業者」となり、全社での省エネルギー推進を本格的にスタートしました。

また、主力である福山工場は2006年度の改正により電力と熱を合わせて「第一種エ

ネルギー管理指定工場」となっており、高効率な機器への更新と設備保全活動、さら

に使い方の工夫も組み合わせて、生産用電力とボイラー燃料の使用量低減を進めてい

ます。

　2011年度は特に『節電の夏』を重点として、クールビズ、電灯・空調の部分停止

などの節電の継続実施に加え、遮熱／遮光や省エネルギー型への更新によるエアコン

電力の低減を図りました。

　

省エネルギー

■ エネルギー管理

・ 省エネ型冷凍機、エアコン、高効率変圧器への更新

・ LED電灯の導入

・ 屋根の遮熱や緑のカーテン、窓の遮光などにより空調の負荷ピークを緩和

・ クールビズ、ウォームビズ、並びに電灯や空調停止などの節電活動

・ 冷凍機系の定期整備（熱交換部、冷却塔など）

・ 蒸気もれ、保温材補修などの自主点検・自主保全活動

■ エネルギー使用量の推移

　2008、2009の両年度は市況の影響により生産が停滞し、エネルギー使用量が減

少しましたが、2010年度は福山工場の生産回復に伴い上昇に転じました。

　2011年度の総生産量は前年度より４％減少しましたが、さまざまな省エネルギー

活動により、エネルギー使用量は12％低減することができました。

（2008年度までは福山工場のデータです。全社データは2010改正に基づき2009年度分より収集しています。）
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【主な実施事項】



 

環境への取組み

　当社の温暖化ガスはエネルギー消費に伴う二酸化炭素(CO２)の排出が、そのほとんど

を占めます。従って、省エネルギー活動がそのまま地球温暖化の防止活動につながりま
す。また、省エネルギーの他にも、ボイラーの燃料転換「重油から都市ガスへ」や廃棄
物発生の抑制（産業廃棄物、一般廃棄物）、事業場の緑地整備も温暖化防止活動の一環
と位置づけ推進しています。

地球温暖化防止

■ 温暖化防止

■ 二酸化炭素(CO２)排出量の推移

　2008年8月に燃料都市ガスを導入し、2008年度よりボイラー燃料分のCO２排出量

は大きく下がりましたが、2010年度は生産回復により増加傾向となっています。
　2011年度は購入する電力のCO２換算係数が大きく上がり、電力使用量が減少したに

もかかわらず電力分のCO２は前年を上回りました。このため、エネルギー使用量の１２

%低減に対し、CO2排出量は４％の低減にとどまりました。

（エネルギー使用量と同様、2008年度までは福山工場のデータです。
　全社データは2010改正に基づき2009年度分より収集しています。）

（※買電のCO２換算係数は、電力各社のその前年のCO２排出量実績から算定されます。中国電力では2011年度係数

      の基となる2010年度のCO２排出量が1990年度以降で最大でした。）

廃棄物削減

３R活動に取組み、廃棄物削減に努め、総生産量あたりの廃棄物排出量は減少しています。

■ 主な取組み

リデュース　：　工程などの見直しを行い

、原料などの使用量を削減し、廃棄物とし

ての発生量を抑制しました。

リユース　：　溶媒などは回収し、分析後

、品質に影響しないことを確認して、再利

用を行いました。

リサイクル　：　包材などは再資源化可能

な業者を選択し処理委託を行いました。

3Rとは
Reduce(リデュース：発生抑制)、
Reuse(リユース：再使用)、
Recycle(リサイクル：再資源化)、
の頭文字をとったものです。
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2

エネルギー使用に伴うＣＯ　排出量2



 

環境への取組み

　「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」(PRTR
法)に基づき、その対象事業所となる福山工場においては、化学物質の環境への排出量・移
動量を把握しています。 種々の取組みを行い、排出、移動の削減に努め、対象物質を取扱
う製品の生産量あたりの排出量・移動量は減少していますが、 2011年度は対象物質を取
扱う製品の生産数量の占める割合が増加したため、排出量・移動量は増加しました。

化学物質の排出管理

環境への配慮

■ 環境配慮型製品「AdBlue（アドブルー）」

■主な実施事項

・ 設備　：　密閉化の推進
                   冷却能力の向上
・ 工程　：   作業方法の改善
                   除害装置の適正使用
・ 取扱者：　適切な取扱方法の教育

[Pollutant Release and Transfer Register]

人の健康や生態系に有害なおそれのある化学物

質について、事業所からの環境（大気、水、土

壌）への排出量及び廃棄物に含まれての事業所

外への移動量を、事業者が自ら把握し国に対し

て届け出るとともに、国は届出データや推計に

基づき、排出量・移動量を集計し、公表する制

度です。

※PRTRとは

　道路輸送の主役であるトラックのディーゼルエンジンに対す
る環境規制 「窒素酸化物（ＮＯｘ）や粒子状物質(ＰＭ)の減少
」は、欧米の排出ガス規制に合わせ世界的に高度な処理技術が
要求されています。この対策として、国内トラックメーカー各
社は窒素酸化物（ＮＯｘ）を無害な水と窒素に分解する尿素選
択還元方式（ＳＣＲ）を導入しており、今後とも需要は拡大す
る傾向にあります。
　当社のAdBlueはドイツ自動車工業会（ＶＤＡ）の厳しい品
質規格に適合の後、ライセンスを取得し、環境配慮型製品とし
て提供しています。

■ ヨウ素リサイクルシステム
　日本は世界の中でチリに続くヨウ素の２大産出国です。このヨウ素は抗菌・医薬などの幅広い分
野に使用されており、当社の得意とする臭素化技術のラインナップとして、2004年にヨウ素関連

製品の開発・製造・販売を行う目的にヨード・ファインケム㈱を設立しました。これにより、ヨウ

素化合物の効率的生産体制のみならず、ヨウ素化合物からのヨウ素回収リサイクルシステムを構築

することにより、競争力のある総合的なヨウ素化合物事業を展開しています。
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（アドブルー専用ローリー）

排出量(ｔ)
移動量(ｔ) 生産量(ｔ)



 

環境への取組み

　省エネルギー対策の一環として、福山工場事務所は遮熱塗装や遮光シート、かずさ
研究室では遮熱シートを施すなど、エアコン電力の低減と作業効率の両立を図ってい
ます。

■ 遮熱対応

■ その他活動(クールビズ・ウォームビズ他の実施)

〔屋根の遮熱塗装と窓の遮光シート／福山工場事務所〕 〔屋根の遮熱シート／かずさ研究室〕

　地球温暖化防止活動の一環として、全社活動を
実施しています。エアコンの使用基準の明確化、
不要照明の消灯や待機電力削減など、幅広い対策
を推進し、電気使用量の削減を実施しています。

〔グリーンカーテン／研究所〕

■ ＬＥＤ電灯の導入

〔工場棟屋上／福山工場〕
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　工場の熱源であるボイラー燃料を重油から燃
料都市ガス（ＬＮＧ）に転換することにより、
重油使用時に発生していた窒素酸化物（ＮＯｘ
）や硫黄酸化物（ＳＯｘ）を大幅に削減し、燃
焼効率の大幅な向上と燃料費及びＣＯ2 の大幅

な削減を実現しています。

■ ガスボイラーへの転換

〔高効率ガス焚き貫流ボイラー〕

　通路灯や屋上灯など、設置可能な場所からＬＥＤ電灯の導入を始めています。今後、
技術・防災面での適合性を確認しながら進めていきます。

〔横断歩道灯／福山工場〕



 

安全への取組み

　便利で快適な私たちの生活は、さまざまな化学物質に支えられていますが、これら
の化学物質は多くの法令などにより規制されています。各種法令を遵守し、安全な取
扱いを心掛けています。

化学物質安全・物流安全

　基本ルールの遵守と守られるルール作り、先取り安全による種々の安全・衛生活動
により、安全とコンプライアンスを重視した、「事故・災害　ゼロ」の信頼される工
場を目指しています。安全衛生委員会と委員会内に設けたワーキンググループにより
、テーマ毎に検討を行い、安全衛生に関する活動を展開し、安全第一の文化を推進し
ています。

労働災害ゼロへ

・部署別管理の推進と定期報告
・ ワーキンググループによるテーマ別活動の推進
・社内外の講習会開催（毎月2回実施）
・安全衛生パトロールの実施
　（役員、安全管理者、衛生管理者、産業医）
・危険に対する感受性の維持・向上活動
　（危険予知活動の実践　ＫＹＴ、指差し呼称、ヒヤリ・ハット
　　推進）
・ ヒューマンエラーへの継続的対応
・全国安全週間、全国労働衛生週間行事などの企画、実施
・ ５Ｓの推進
・外部関連団体との連携など

■主な実施事項

保安・防災

■防災訓練 ■避難訓練

　自衛消防隊組織を編成し防災訓練を実施しています。
2011年度は、地域の公設消防（福山消防）との合同訓練も実施
しました。

　東南海・南海地震による津
波を想定し、高台への避難訓
練を実施しました。

（安全衛生パトロール）
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■ ＭＳＤＳ   化学物質の性状及び取扱いなどに関する情報が記載された化学物質安全データシート（

　 MS DS）を作成し、お客様に提供するとともに、社内の担当者にも通知し、取扱い時の注意喚起を

    促しています。

■ ラベル   化学品の分類及び表示に関する世界調和システム（GHS）に基づたラベルへの対応を進め
    ています。

■ イエローカード    万が一の輸送中の事故に備え、物流安全指針に沿って、運転手や消防・警察など

　 の関係者が取るべき処置を記載した緊急連絡カード「イエローカード」 を作成し、輸送中の注意喚

    起を促しています。

（ＭＳＤＳ） （ラベル） （イエローカード）



 
・ 街路灯管理‥‥定期的な保全の推進

・ 清掃活動‥‥‥団地内一斉清掃の実施

・ 放浪犬対策‥‥愛護センターと連携した保護活動の実施

社会との関わり

■ 福山箕沖団地協議会への参加
　福山市箕沖町の工業団地各会員企業の連携と親睦を図るとともに、地域社会に貢献
する目的として活動しています。

【環境改善対策】

【会員相互の啓発親睦】

・ 各種競技会への参加

（サッカー大会）

■ ＡＥＤ
　ＡＥＤ（自動対外式除細動器）を本社・福山工場と郷分事業所へ2007年１０月に
設置し、万が一の場合には一般の方も使用出来る対応としています。緊急時に誰でも

扱えることを目的に全国労働衛生週間の社内行事として、製造メーカーの担当者を外

部講師にお招きし、社員への定期的な説明会を開催しています。

（福山工場／事務所入口） （本社・福山工場説明会） （東京支社説明会）

■ 美化活動

　本社・福山工場では清掃日を設けて、工場に隣接する歩道などの清掃を実施してい
ます。また、かずさ研究室では同パーク街づくり協議会の事業の一環として、ごみゼ
ロ運動(環境美化、ボランティア清掃) に参加し、パーク内全域のポイ捨てゴミ・不法
投棄物などの収集・撤去を実施しています。
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　2011年11月に、福山大学 ・ びんご地域中学高等学校連携サイエンスラボへ当社
の女性研究員が参加いたしました。本プロジェクトは中高生の理系進路選択者の増加
を図ることに加え、理系進路選択領域の拡大を到達目標としており、当社の事業や女
性研究員の役割紹介、分析化学実験などを行い、参加学生に理工系を身近に感じてい
ただきました。

（実験風景） （事業説明風景）

■ サイエンスラボ

（本社・福山工場） （かずさ研究室）



 

社会との関わり

　2011年8月　当社郷分事業所において近隣中学校の

2年生が参加して職場体験学習を行いました。「仕事」

を実際に体験し、「挨拶や礼儀の大切さ」「働くことの

大切さ」「毎日働いている保護者への感謝」など、普段

の学校生活では経験できない多くのことを学ばれていま

す。

　本社管理部では大学生が授業で学んでいる理論や知識

を実際に企業内で実習、就業体験をしていただくインタ

ーンシップをお受けしました。学生の皆様が将来社会に

出て自主性、独創性のある人材として、活躍していただ

くための研修の場として活用いただいています。
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　社内厚生活動の一環として、福利厚生　厚生部を窓口

として毎年秋に献血活動を実施しています。人命救援に

関わる本活動は医薬品を扱う企業として社員の意識高揚

とも合わせ今後とも継続していきます。

（福山工場内にて）

（ミーティング中）

（感謝状）

参加協力店で買い物をするときは、マイバッグなど
を利用しレジ袋を断る。

【レジ袋削減コース】

【節電コース】
12月～2月分の使用電力量を前年同月より削減する。

　第２８回広島県薬事衛生大会において、薬事衛生の普

及や業界の育成指導など保健衛生の向上に尽力している

個人、団体の功績を称える「薬事功労者県知事表彰」を

受賞しました。

　従業員の意識高揚として、日常生活での環境活動とし
て『エコでえ～ことキャンペーン』に協賛、参加しまし
た。

■ 献血活動

■ インターンシップ

■ チャレンジウイークふくやま（福山就業体験）

■ 福山市主催環境活動への参加

■ 功労者県知事表彰
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